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AYA 支援チームのモデル作成に関する研究 
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Ａ．研究目的 

1 病院完結型の AYA 支援体制の確立と、院内外

への啓発、ネットワーク作りの実践を行う。 

Ｂ．研究方法 

１．AYA サバイバーシップセンターの運営 

運営会議を毎月開催した。総務課、医事課、広

報を含む、AYA 世代診療に携わる医師、看護師が

参加した。 

AYA 支援連携看護師として、がん相談支援セン

ター、腫瘍内科、ブレストセンターの 3 部門で、

それぞれ 1 人（支援コーディネーター、がん化学

療法看護認定看護師、乳がん看護認定看護師）が

担当を担った。

２．支援チーム間での連携の円滑化 

支援チームの多職種が、それぞれ AYA 世代がん

患者支援で行っている実際を共有する手引書を作

成した。患者の多様なニーズに気づいたメンバー

が、ニーズに対応可能な院内での支援窓口を案内

できることを目的とした。 

３．院内外への啓発・ネットワークの構築 

AYAサポートユニットメンバーを中心にすべて

の診療科に開かれた、定例 meeting を毎週 30 分開

催、継続した。懸案事例の共有、連携を行った。 

また、小児期発症の移行期医療カンファレンス

を成人の診療科（総合診療部を中心に腫瘍内科、

血液内科など）と小児科の参加により立ち上げ、1

回/3 ヶ月開催した。 

院内がん生殖カンファレンスは、小児期発症 1

回/3 カ月、成人発症 1 回/月、定例開催を継続した。 

がん生殖チームを持たないがん治療専門病院 2

施設とのがん生殖合同カンファレンスを、3 カ月に

1 回の定期開催を継続した。 

市民公開講座開催により、患者、他施設へ当院

の AYA サバイバーシップ・センターの利用を呼び

掛けた。 

Ｃ．研究結果 

１．AYA サバイバーシップセンターの運営 

１）啓発

AYA 世代がん患者を捕捉し、昨年配置された

AYA 連携担当看護師へ導くための名刺サイズの

カードと 3 つ折りリーフレットを作成し、院内ス

タッフ・患者へ啓発した。

研究要旨： 

昨年度、開設した AYA サバイバーシップ・センターの運営会議（毎月）、事例ミーティング

（毎週）を定例で運用した。運営会議には、病院運営スタッフが同席し AYA 支援チームが、

医療・支援を実践するために必要なシステムの実現に向けて準備が進んだ。事例ミーティン

グは、誰も参加できる形態で毎週開催することにより、多角的な視点での支援を考えること

が定着し、チームメンバーにとっての学びともなった。 

多職種による AYA 支援の実践をまとめた手引書をチームで共有し、AYA 世代患者の多様な

ニーズに気づき、院内で支援提供可能な部署間の連携を円滑にした。
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２． 支援チーム間での連携の円滑化 

AYA 支援手引書： 

AYA 世代がん患者の支援に関わる各部署毎に、 

支援のポイントを記載した。 

担当医（腫瘍内科医）、医療ソーシャル・ワーカ 

ー、薬剤師、栄養士、心理士（本人支援、パー 

トナーや子どもの支援）、理学療法士、リエゾン 

Ns（アピアランス）、医事課。 

 

３．院内外への啓発・ネットワークの構築 

１）院内啓発 

院内スタッフ全員に開かれた Oncology 

Grand Conference で、AYA 世代肺がん患者の

心理・社会的問題を検討した。 

2020 年度の定例事例ミーティングは、32 回

開催。AYA がん受診者数年間 175 件中、のべ

50 件が取り上げられた。 

AYA 世代がん患者からの相談実績はのべ

180 件。 

心理支援 104 件 

がん生殖医療 50 件 

新規就労 5 件 

就労継続・再就職 114 件 

経済的問題 48 件 

パートナーのこと 1 件 

子どものこと 23 件 

親のこと 12 件 

栄養・食事 32 件 

運動のこと 18 件 

アピアランスのこと 86 件 

その他 52 件 

 

院内がん生殖カンファレンスは、年間で 12

回開催した。 

また、小児期発症の成人医療への移行期医療

カンファレンス（AYA トラカンファ）を成人の

診療科と小児科の参加により開始した。1 回/3

カ月で、毎回 3 件前後が取り上げられ、昨年に

加えて、院外からの依頼ケースが増え始めた。 

 

２）院外啓発 

コロナ禍を鑑み、2020 年 12 月 3 日 市民公 

開 Web 講座を開催し、患者・家族、他機関へ、 

AYA 世代がん患者支援となる情報提供と、サバ

イバーシップセンターの活用を呼び掛けた。 

 
 

 
 

 

３．院内外への啓発・ネットワークの構築 

がん生殖カンファレンスを、生殖医療チーム

を持たない近隣の 2 施設と定例の合同開催とし

たことで、がん生殖の情報発信と診療連携ネッ

トワークの充実に貢献できた。 

院外からの患者相談 

心理支援 13 件 

がん生殖医療 35 件 

新規就労 0 件 

就労継続・再就職 15 件 

経済的問題 48 件 

パートナーのこと 0 件 

子どものこと 3 件 

親のこと 2 件 

栄養・食事 7 件 

運動のこと 2 件 

アピアランスのこと 15 件 

その他 13 件 

 

Ｄ．考察 

AYA支援チームの構築は、各施設でAYA世代が

ん患者の診療を多く担当している診療科の医師・看

護師と相談支援センターの相談員が核になり、関連

医療にかかわる診療科やニーズ支援を行う部署が

複数構成員となることが望ましいと考える。 

さまざまな診療科に散らばっているAYA世代が

ん患者の存在に気づくこと、そして彼らのニーズを
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拾う窓口を院内に周知することで、相談件数は確実

に増えてきた。 

さらに、施設間カンファレンス、公開講座の開催

により当院のAYA世代の相談窓口の利用を呼び掛

けることで、院外からの相談件数も増えつつある。

特筆すべきは、小児がん経験者であるAYA世代の医

療・相談の継続先としての他施設からの依頼をAYA

サバイバーシップセンター相談員が窓口として受

ける連携も構築しつつある。 

これらのカンファレンスの開催は、当院のAYA

サポートユニットの学びにも貢献した、と言える。 

 

Ｅ．結論 

AYAサバイバーシップセンターの運営として、

AYA連携担当看護師を3部門に配置し、院内・外に

さまざまな形で発信することにより、AYA世代がん

患者の相談件数は、増加した。 

施設間カンファレンス、院内カンファレンスは、

知識の共有だけでなく、支援連携の啓発にもつなが

った。 
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